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〇 〇 〇
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・アイディアスケッチ
・完成作品
・ワークシート
・個人評価表

・アイディアスケッチ
・完成作品
・ワークシート
・個人評価表

・レポート
・鑑賞態度

・アイディアスケッチ
・完成作品
・ワークシート
・個人評価表
・定期考査

・アイディアスケッチ
・完成作品
・ワークシート
・個人評価表
・定期考査

〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

○表現・鑑賞
映像メディア表現
（コマ撮りアニメ）

a：原理や特性を理解し、表現方法を工夫して
いる。
b：構図や動きの効果を考え、構想を練ったり
見方や感じ方を深める鑑賞をしている。
c：アニメーションの表現の特性を生かして表し
たり、自他の作品鑑賞の創造活動に主体的に
取り組もうとしている。

○表現・鑑賞
デザイン

（本のPOP制作）

POP広告としての責任性・機能性に
ついて学びます。

発想力を大切にして、個人指導の
徹底を図ります。

画材や用具の特性をよく理解して、
より効果的な制作・表現をします。

図書館に実際に展示し、講評会を
行い自分や他の生徒の作品の良さ
を感じ取ります。

a：新たな画材、技法等を身につけ、素材の特
性を生かして効果的に表現している。
b：主体的に制作プロセスを理解し、他の生徒
の作品に関心を抱き、制作の参考にしている。
c：デザインに興味関心を持ち、自他の作品鑑
賞の創造活動において、主体的に取り組もうと
している。

〇

〇 〇 〇

アニメーションの原理を理解します。

構図や効果を考えて、タブレットで
撮影します。

撮影した写真をトリミングし、より効
果的な表現をします。

完成作品を全体で鑑賞します。

調色した色を名画の配分通りに塗り
分け、狙い通りの構成をします。

完成作品を全体で鑑賞します。

a：色と光の関係、平面構成の原理と言ったデ
ザインの基本技能を身に付け、アクリル絵の
具の特性を生かして表現している。
b：デザインの原理と効果を考え構想を練った
り、見方や感じ方を深める鑑賞をしている。
ｃ：デザイン表現のよさを生かして表すことや
自他の作品鑑賞の創造活動に主体的に取り
組もうとしている。

○表現・鑑賞
デザイン

（名画による平面構成）

a：アニメーションの特性を理解している。
b：アニメーションのよさや美しさについて理解
を深めている。
c：作品のよさや美しさなどを鑑賞する創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。

○鑑賞
映像メディア表現
（アニメーション
つみきのいえ）

アニメーションの原理や制作工程、
効果を理解し、作品を鑑賞します。

鉛筆でたまごの立体感を表現しま
す。

スタイロブロックからたまごの形を切
り出します。

完成作品を全体で鑑賞します。

a：鉛筆デッサンの基本、立体表現の基本技能
を身に付け、鉛筆、スタイロフォームの素材の
特性を生かして表現している。
b：客観的に立体を捉ることを繰り返すプロセス
によって構想を練ったり、見方や感じ方を深め
る鑑賞をしている。
c：絵画・彫刻や自他の作品鑑賞の創造活動
に主体的に取り組もうとしている。

○表現・鑑賞
絵画・彫刻

（たまごを描く・つくる）

色の三原色・光の三原色、補色に
ついて理解します。

アクリル絵の具を使用し、名画の近
似色を調色します。

〇 〇 〇

〇 〇 〇

評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

令和６年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどに
ついて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりして
いる。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

0%

20%

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 芸術 科　目 美術Ⅰ

学習
方法

絵画・彫刻、デザイン、映像メディア等を通して、主体的に描いたりつくったりする表現活動と、
美術作品や文化遺産などの見方や感じ方を深める鑑賞活動の両面から美術について学びます。

教科書 高校生の美術Ⅰ（日本文教出版） 副教材

１学年・全科

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能
力を育成することを目指します。

学習
目標

2 学年・学科

前
期
末

学
　
習
　
評
　
価

35%

35% 0% 35%

100% 50% 50%

30% 20% 10%

20% 15%

10% 25%

100%

30%

35%

35%

100%

30%

35%

後
期
末

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

100%0%100%

30% 0% 30%

35% 0% 35%

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

岩手県立盛岡農業高等学校

後
期
中
間

後
期
末

10%

35% 20% 15%

35% 10% 25%

25整理番号

100%

0% 30%

0% 35%

0% 35%

50% 50%

考査外考査重み付け


